
 
岐阜市産業廃棄物不法投棄対策検討委員会
 
第７回再生ビジョン部会次第
                                 
日
 
時
 
平成１７年１０月１７日（月）
15
：
00
～
                                
場
 
所
 
岐阜市役所低層部４階
 
全員協議会室
    
１
 
開
 
会
  
２
 
あいさつ
  
３
 
部会趣旨説明
  
４
 
司法の動き（公判等の経過状況報告）
      
５
 
自主撤去状況（実施状況等報告）
      
資料１
  
６
 
アクションプラン（報告）
           
７
 
技術部会検討状況（説明）
         
資料２
  
①モニタリング調査経過状況について
 
②生活環境保全上の支障のおそれについて
 
③対策方針案（撤去、残置、一部撤去）について
  
８
 
岐阜市環境基本条例（仮称）の概要について
 
資料３
  
９
 
討
 
議
  10 
まとめ
  11 
次回日程について





   
【遵守事項】
    
ア
 
会議中は、静粛に傍聴すること。
    
イ
 
会議中は、発言しないこと。
    
ウ
 
のぼり、旗、プラカード、鉢巻、たすき、ゼッケンその他示威のために利用すると認められるものを携帯又は着用しないこと。
    
エ
 
会議における発言に対して批評を加え、又は拍手その他の方法により公然と賛否を表明しないこと。
    
オ
 
談話をし、騒ぎ立てる等会議の妨害となるような行為をしないこと。
    
カ
 
会場において飲食又は喫煙をしないこと。
    
キ
 
会場において、写真撮影、録画、録音等を行わないこと（但し、報道関係者を除く。）。
    
ク
 
アからキまでに掲げるもののほか、議事運営に支障となる行為をしないこと。
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　司法の動き（公判等の経過状況）１　善商
(
中間処理業
)
関係者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　判決：９月９日判決求刑法人　株式会社　善商　　　　　　　
 
罰金
 
１
 
億円　　　　　　　
 
罰金
 
１
 
億円個人実質的経営者
 
懲役４年６月　罰金１千万円
 
懲役５年　　　罰金１千万円個人代表取締役
 
懲役３年　　　罰金５百万円
 
懲役４年　　　罰金５百万円個人役
  
員
 
懲役３年　　　罰金３百万円
(
執行猶予５年
) 
懲役３年　　　罰金３百万円起訴量：不法投棄（第
16
条）
129,450m3
２　ニッカン株式会社（収集運搬業・破産）関係者　　判決：８月２６日判決求刑法人ニッカン　株式会社　　　　
    
　
 
罰金５千万円　　　
 
　　　　罰金５千万円個人会長
 
懲役４年
    
　罰金８百万円
 
懲役４年６月　罰金８百万円個人代表取締役
 
懲役３年　
    
罰金２百万円
(
執行猶予４年
) 
懲役３年
      
罰金２百万円起訴量：不法投棄（第
16
条）
91,270m3
　　再委託禁止違反（第
14
条第
14
項）
6,960m3
　３　辻清掃有限会社（中間処理業）関係者　　判決：８月２５日判決求刑法人辻清掃　有限会社
 
　　　　　
    
罰金３百万円　　　　　　
 
　罰金３百万円個人役
  
員
 
懲役２年　
    
罰金１百万円
(
執行猶予３年
) 
懲役２年　　　罰金１百万円起訴量：再委託禁止違反（第
14
条第
14
項）
6,960m3
　４　有限会社永松建設（収集運搬業）関係者　　判決：９月２６日判決求刑法人有限会社　永松建設　
 
　　　　
    
罰金２千万円　　　　　　
 
　罰金３千万円個人代表取締役
 
懲役３年　
    
罰金２百万円
(
執行猶予５年
) 
懲役３年　　　罰金３百万円起訴量：不法投棄（第
16
条）
23,780m3



（１）申し出事業者数県外　３５
 
社県内　２８
 
社
 
計
 
　６３
 
社（２）着手事業者数県外　２８
 
社県内　１５
 
社
 
計
 
　４３
 
社（（１）の内数）（３）完了事業者数県外　１７
 
社県内　１０
 
社
 
計
 
　２７
 
社（（２）の内数）撤去申出体積申し出分約３６，０００　立方メートル重量申し出分約１３，２００　トン撤去実績体積把握分　２９，０９７　立方メートル重量把握分　　１，９７２　トン　自主撤去状況
(



      
岐阜市では、弁護士ら外部の有識者５人による検証委員会を設置し、今回の産業廃棄物不法投棄事案における過去の市の対応について検証しました。
 
委員会からの指摘、提言を真摯しんしに受け止め、二度とこのようなことを起こさないためアクションプランを策定し、全庁を挙げての取組みを着実に進めています。
                                               
◎正確な情報収集と詳細な報告書の作成及び情報の保存・共有
 
情報の共有化
 
・正確な情報収集及び情報の保存・共有を行うために、産業廃棄物情報管理システムの導入を進めています。
 
事務引継ぎの徹底
 
・「岐阜市事務引継要領」を改正し、全職員に「懸案事項及び注意義務一覧」の作成を新たに義務付け、事務引継ぎの徹底を図っています。
 
文書保存の適正化
 
・文書管理システムの稼動により情報の共有化を図るとともに、当該システムの情報公開機能により情報公開の推進を図っています。
 
◎立入検査結果等の公開
   
積極的な情報公開の推進
 
・産業廃棄物不適正処理事案、産業廃棄物処分業者名簿及び収集運搬業者の一覧をホームページで公開しています。
  
◎他部局・他機関との有効な連携
 
他部局、他機関との横断的な連携体制の確立
 
・「政策室長会議」並びに「岐阜市産業廃棄物調整会議」において、情報の共有を図り、横断的な連携を強化しました。
 
・岐阜県との連携を強化するため、「岐阜県・岐阜市廃棄物不適正処理調整会議」を定期的に実施しています。
 
情報の有効活用
 
・航空写真の更なる活用を図るため「岐阜市航空写真取扱要領」を定めました。
 
◎同業他社に対する検査
 
監視、立入検査体制の強化
 
・「産業廃棄物指導室」を新設するとともに、産廃Ｇメンとして警察ＯＢを配置し、監視・立入検査体制の強化を図りました。
 
監視、指導要領の作成
 
・「岐阜市産業廃棄物監視指導要領・監視指導マニュアル」を作成し、事業者等に対して厳格で公平な処分・指導に努めています。
 
検査機器等の導入
 
・立入検査を厳正に行うため、距離測定器・ガス探知機等の測定機器を購入し活用しています。
   
産業廃棄物不法投棄事案の再発防止に向けて
 
アクションプラン
 
◎岐阜市としての体制の確立
 
公務員としての使命感の再確認と意識高揚
 
・この問題を自分自身のこととして捉え、全職員が再発防止に向けた考えをレポートにまとめ、業務に反映させています。
 
・各部の法務・危機管理担当者を、それぞれ法務担当者と危機管理責任者に分離し選任しました。
 
・研修の実施により危機管理能力の向上に努めています。
 
所管業務に係る職員研修の実施
 
・所管業務に係る法令研修を職場研修の必須テーマとして進めています。
 
・国、県等が主催する研修への積極的な参加、職員による自主研修を定期的に実施し職員の資質向上に努めています。
 
産廃業務の執行体制の充実
 
・平成１７年４月１日環境事業部「環境指導室」を再編し、「産業廃棄物指導室」を新設するなど不法投棄再発防止に向けた体制の強化を図りました。
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ボーリング孔口温度測定結果ｂ－３１ｂ－３０（曜）水１０：００雨
256260
木１０：１０晴
306259
金９：００雨
226058
月１０：１５雨
206039
火９：３０晴
276139
水１０：１０曇
276061
木１０：１０曇
286060
金１０：１５晴
296161
土１０：１０雨
236061
月１０：２５曇
276059
火１０：１５雨
246057
水１０：２０曇
266159
木９：５５曇
276153
金１０：００曇
316059
土９：２５曇
296160
火１０：００晴
326261
水９：５０晴
316360
木９：５０晴
326360
金１０：０５晴
336460
土１０：００曇
286260
火
9
：
50
曇
286361
水
10
：
20
晴
316360
木
10
：
05
晴
306360
金
10
：
00
晴
316360
土
10
：
00
曇
296360
月
10
：
00
晴
286360
火
10
：
25
曇
306360
水
10
：
10
曇
306360
木
10
：
20
晴
316359
金
9
：
45
晴
346360
土
10
：
00
晴
326260
月
10
：
45
晴
336460
火
10
：
05
晴
316359
水
9
：
55
小雨
256360
木
10
：
20
小雨
266360
金
10
：
30
曇
296360
土
10
：
00
晴
306360
月
10
：
10
曇
306361
火
10
：
10
晴
346361
水
9
：
50
晴
296360
木
9
：
55
雨
256053 
※岐阜地方：７月
4
日
(
未明
)
　雷を伴う大雨（
114mm/
日）　　岐阜地方気象台ホームページより月日時　　分測定日時天候外気温（℃）
7162930456879111213141516192021228129302323456891011121713151826272816ÎÞ°ØÝ¸Þ
孔口温度推移
102030405060706/297/17/37/57/77/97/117/137/157/177/197/217/237/257/277/297/318/28/48/68/88/108/128/148/168/18



温度測定表（℃）ガス圧測定表（
Pa
）
5
月
10
日
5
月
17
日
5
月
24
日
5
月
31
日
6
月
7
日
6
月
14
日
6
月
21
日
6
月
28
日
7
月
4
日
7
月
13
日
7
月
19
日
7
月
26
日
8
月
2
日
8
月
11
日
8
月
17
日
5
月
17
日
5
月
24
日
5
月
31
日
6
月
7
日
6
月
14
日
6
月
21
日
6
月
28
日
7
月
5
日
7
月
13
日
7
月
19
日
7
月
26
日
8
月
2
日
8
月
11
日
8
月
17
日天気晴晴曇晴晴晴のち曇曇晴晴曇晴曇曇小雨晴天気晴曇晴晴晴のち曇曇晴晴曇晴曇曇小雨晴外気温
232422272829273127263228302629
外気温
2422272829273127263228302629bw-1424648504750483137464743444242bw-12.20.0------------b-21292322303435303835283229302836b-211.10.0------------b-22313026303233313832313734323237b-220.70.70.0-----------b-23484949494849494946454951485247b-280.0------
-------b-28272621313333303432302331323038b-291.523.824.622.318.619.313.42.29.78.224.617.17.41.5b-29282522323132303535323432363236b-3024.528.36.010.413.434.29.71.53.06.019.419.42.27.5b-30596059606160616039596161606060b-3156.664.135.846.921.615.618.617.
111.25.26.76.05.23.7b-31585859606061616361616263636363b-330.30.0------------b-33243022323234324033323833333134b-350.30.0------------b-34283033293633343631303232333533b-360.30.7-1.10.0---------b-35312720323234313834303631233138b-380.30.0------------b-3
6494950515151515050505051505051b-430.30.0------------b-38464546474747474747454544454645b-440.0-------------b-40232322272728293126263129303029b-450.0-------------b-43434242444442444342434444434343b-480.0-------------b-44262521333334323534333431333336b-
500.0-------------b-45232524293234313530313331343337
備考
b-46434542424443444342414240434442b-48474950515050505031474949505035b-50232620303433293532303232333235
備考傾斜マノメーター１
atm
（大気圧）
=101,325Pa



Es Line B   L=230mP
１６
87w31n61w40sw80e53ne30w60sw75e85n53w33nwSs-387w31n61w40sw80e53ne30w60sw75e85n53w33nw
：タイプⅠ孔閉塞（砂＋セメント）：タイプⅡ観測井仕上げ：タイプⅢガス観測管仕上げ：タイプⅣガス観測管＋観測井仕上げボーリング孔仕上げ
2224(4
地点は緊急調査）
415
数量対象×○○×
S=1/2000 
地下水位一斉調査地点
 BW-01 BW-02 Ìß×ÝÄ
裏湧水
 
上流部沢水
 
浸出水№
2 
浸出水№
3 
風向風速計設置地点
 
雨量計設置地点
 
ガス濃度モニタリング
 (
自主撤去作業環境
) 
ガス濃度モニタリング
 (
敷地境界
) 
ガス濃度モニタリング
 (
自主撤去作業環境
) 
沢水・湧水・地下水調査地点
 
浸出水調査地点
 
風向風速、雨量計位置図
 
ガス濃度モニタリング調査地点
 
場内モニタリング調査地点図
 
①モニタリング調査経過状況
 
（１）場内



水質分析結果一覧表（上流部沢水）水質分析結果一覧表（プラント裏湧水）単位：
mg/l
項目環境基準定量下限値項目排出基準定量下限値採取日
--10
月
4
日
12
月
9
日
2
月
9
日
4
月
27
日
5
月
30
日
6
月
21
日
7
月
22
日採取日
--10
月
4
日
12
月
9
日
2
月
9
日
4
月
27
日
5
月
30
日
6
月
21
日
7
月
22
日時刻
--14:3010:1214:1013:3613:2313:3813:36
時刻
--9:309:0011:1411:3911:2411:3411:39
水温℃
--22.310.56.011.014.518.611.0
水温℃
--26.121.221.522.023.020.422.0
気温℃
--21.26.83.518.518.526.018.5
気温℃
--25.27.211.523.021.030.523.0
透視度度
--50
以上
50
以上
50
以上
50
以上
50
以上
50
以上
50
以上透視度度
--413150
以上
50
以上
50
以上
50
以上
50
以上カドミウム
mg/l0.010.0010.001
未満
0.001
未満
0.001
未満
0.001
未満
--0.001
未満カドミウム
mg/l0.10.0010.001
未満
0.001
未満
0.001
未満
0.001
未満
--0.001
未満シアン
mg/l
検出されないこと
0.1
不検出不検出不検出不検出
--
不検出シアン
mg/l10.10.1
未満
0.1
未満
0.1
未満
0.1
未満
--0.1
未満有機リン
mg/l-0.10.1
未満
0.1
未満
0.1
未満
0.1
未満
--0.1
未満有機リン
mg/l10.10.1
未満
0.1
未満
0.1
未満
0.1
未満
--0.1
未満鉛
mg/l0.010.0050.005
未満
0.005
未満
0.005
未満
0.005
未満
0.005
未満
0.005
未満
0.005
未満鉛
mg/l0.10.0050.0060.005
未満
0.005
未満
0.005
未満
0.005
未満
0.005
未満
0.005
未満六価クロム
mg/l0.050.010.01
未満
0.01
未満
0.01
未満
0.01
未満
--0.01
未満六価クロム
mg/l0.50.010.01
未満
0.01
未満
0.01
未満
0.01
未満
--0.01
未満砒素
mg/l0.010.0050.005
未満
0.005
未満
0.005
未満
0.005
未満
0.005
未満
0.005
未満
0.005
未満砒素
mg/l0.10.0050.0090.0070.005
未満
0.005
未満
0.005
未満
0.005
未満
0.006
総水銀
mg/l0.00050.00050.0005
未満
0.0005
未満
0.0005
未満
0.0005
未満
--0.0005
未満総水銀
mg/l0.0050.00050.0005
未満
0.0005
未満
0.0005
未満
0.0005
未満
--0.0005
未満
±Ù·Ù
水銀
mg/l
検出されないこと
0.0005
不検出不検出不検出不検出
--
不検出
±Ù·Ù
水銀
mg/l
検出されないこと
0.0005
不検出不検出不検出不検出
--
不検出ポリ塩化ビフェニル
mg/l
検出されないこと
0.0005
不検出不検出不検出不検出
--
不検出ポリ塩化ビフェニル
mg/l0.0030.00050.0005
未満
0.0005
未満
0.0005
未満
0.0005
未満
--0.0005
未満ジクロロメタン
mg/l0.020.0020.002
未満
0.002
未満
0.002
未満
0.002
未満
--0.002
未満ジクロロメタン
mg/l0.20.0020.002
未満
0.002
未満
0.002
未満
0.002
未満
--0.002
未満四塩化炭素
mg/l0.0020.00020.0002
未満
0.0002
未満
0.0002
未満
0.0002
未満
--0.0002
未満四塩化炭素
mg/l0.020.00020.0002
未満
0.0002
未満
0.0002
未満
0.0002
未満
--0.0002
未満
1,2-¼Þ¸ÛÛ´ÀÝmg/l0.0040.00040.0004
未満
0.0004
未満
0.0004
未満
0.0004
未満
--0.0004
未満
1,2-¼Þ¸ÛÛ´ÀÝmg/l0.040.00040.0004
未満
0.0004
未満
0.0004
未満
0.0004
未満
--0.0004
未満
1,1-¼Þ¸ÛÛ´ÁÚÝmg/l0.020.0020.002
未満
0.002
未満
0.002
未満
0.002
未満
--0.002
未満
1,1-¼Þ¸ÛÛ´ÁÚÝmg/l0.20.0020.002
未満
0.002
未満
0.002
未満
0.002
未満
--0.002
未満
¼½-1,2-¼Þ¸ÛÛ´ÁÚÝmg/l0.040.0040.004
未満
0.004
未満
0.004
未満
0.004
未満
--0.004
未満
¼½-1,2-¼Þ¸ÛÛ´ÁÚÝmg/l0.40.0040.004
未満
0.004
未満
0.004
未満
0.004
未満
--0.004
未満
1,1,1-ÄØ¸ÛÛ´ÀÝmg/l10.00050.0005
未満
0.0005
未満
0.0005
未満
0.0005
未満
--0.0005
未満
1,1,1-ÄØ¸ÛÛ´ÀÝmg/l30.00050.0005
未満
0.0005
未満
0.0005
未満
0.0005
未満
--0.0005
未満
1,1,2-ÄØ¸ÛÛ´ÀÝmg/l0.0060.00060.0006
未満
0.0006
未満
0.0006
未満
0.0006
未満
--0.0006
未満
1,1,2-ÄØ¸ÛÛ´ÀÝmg/l0.060.00060.0006
未満
0.0006
未満
0.0006
未満
0.0006
未満
--0.0006
未満
ÄØ¸ÛÛ´ÁÚÝmg/l0.030.0020.002
未満
0.002
未満
0.002
未満
0.002
未満
--0.002
未満
ÄØ¸ÛÛ´ÁÚÝmg/l0.30.0020.002
未満
0.002
未満
0.002
未満
0.002
未満
--0.002
未満
ÃÄ×¸ÛÛ´ÁÚÝmg/l0.010.00050.0005
未満
0.0005
未満
0.0005
未満
0.0005
未満
--0.0005
未満
ÃÄ×¸ÛÛ´ÁÚÝmg/l0.10.00050.0005
未満
0.0005
未満
0.0005
未満
0.0005
未満
--0.0005
未満
1,3-¼Þ¸ÛÛÌßÛÍßÝmg/l0.0020.00020.0002
未満
0.0002
未満
0.0002
未満
0.0002
未満
--0.0002
未満
1,3-¼Þ¸ÛÛÌßÛÍßÝmg/l0.020.00020.0002
未満
0.0002
未満
0.0002
未満
0.0002
未満
--0.0002
未満チウラム
mg/l0.0060.00060.0006
未満
0.0006
未満
0.0006
未満
0.0006
未満
--0.0006
未満チウラム
mg/l0.060.00060.0006
未満
0.0006
未満
0.0006
未満
0.0006
未満
--0.0006
未満シマジン
mg/l0.0030.00030.0003
未満
0.0003
未満
0.0003
未満
0.0003
未満
--0.0003
未満シマジン
mg/l0.030.00030.0003
未満
0.0003
未満
0.0003
未満
0.0003
未満
--0.0003
未満チオベンカルブ
mg/l0.020.0020.002
未満
0.002
未満
0.002
未満
0.002
未満
--0.002
未満チオベンカルブ
mg/l0.20.0020.002
未満
0.002
未満
0.002
未満
0.002
未満
--0.002
未満ベンゼン
mg/l0.010.0010.001
未満
0.001
未満
0.001
未満
0.001
未満
0.001
未満
0.001
未満
0.001
未満ベンゼン
mg/l0.10.0010.001
未満
0.001
未満
0.001
未満
0.001
未満
0.001
未満
0.001
未満
0.001
未満セレン
mg/l0.010.0020.002
未満
0.002
未満
0.002
未満
0.002
未満
--0.002
未満セレン
mg/l0.10.0020.002
未満
0.002
未満
0.002
未満
0.002
未満
--0.002
未満硝酸性および亜硝酸性窒素
mg/l10-0.80.91.00.90.70.60.6
硝酸性および亜硝酸性窒素
mg/l100-4.56.7141919158.5
フッ素
mg/l0.80.050.05
未満
0.05
未満
0.05
未満
0.05
未満
0.05
未満
0.05
未満
0.05
未満フッ素
mg/l80.050.120.060.050.140.170.150.19
ホウ素
mg/l10.050.05
未満
0.070.05
未満
0.05
未満
0.05
未満
0.05
未満
0.05
未満ホウ素
mg/l100.055.24.01.43.03.93.74.8
電気伝導率
mS/m-0.14.85.66.05.76.46.66.6
電気伝導率
mS/m-0.1220160110140160150190
塩化物イオン
mg/l-0.23.43.23.12.95.03.33.1
塩化物イオン
mg/l-0.2250160140190200210240
水素イオン濃度
-0.16.9/21.77.3/13.97.4/14.37.3/21.67.4/23.67.1/23.17.2/24.0
水素イオン濃度
5.8
以上
8.6
以下
0.17.3/22.77.7/14.77.5/14.37.5/24.17.4/23.77.2/23.17.7/23.9
全有機体炭素量
mg/l--0.50.61.30.70.60.50.8
全有機体炭素量
mg/l--77441627322445
化学的酸素要求量
mg/l-0.51.90.91.40.60.60.5
未満
0.8
化学的酸素要求量
mg/l160(
日平均
120
）
0.595512031402960
浮遊物質量
mg/l-121
未満
31
未満
1
未満
1
未満
1
未満浮遊物質量
mg/l200(
日平均
150
）
1711107741
未満
ÉÙÏÙÍ·»Ý
（鉱油）
mg/l-0.50.5
未満
0.5
未満
0.5
未満
0.5
未満
--0.5
未満
ÉÙÏÙÍ·»Ý
（鉱油）
mg/l50.50.5
未満
0.5
未満
0.5
未満
0.5
未満
--0.5
未満
ÉÙÏÙÍ·»Ý
（動植物油）
mg/l-0.50.5
未満
0.5
未満
0.5
未満
0.5
未満
--0.5
未満
ÉÙÏÙÍ·»Ý
（動植物油）
mg/l300.50.5
未満
0.5
未満
0.5
未満
0.5
未満
--0.5
未満フェノール
mg/l-0.0050.005
未満
0.005
未満
0.005
未満
0.005
未満
0.005
未満
0.005
未満
0.005
未満フェノール
mg/l50.0050.0050.005
未満
0.005
未満
0.005
未満
0.005
未満
0.005
未満
0.005
未満銅
mg/l-0.010.01
未満
0.01
未満
0.01
未満
0.01
未満
0.01
未満
0.01
未満
0.01
未満銅
mg/l30.010.01
未満
0.010.01
未満
0.01
未満
0.01
未満
0.01
未満
0.01
未満亜鉛
mg/l-0.010.01
未満
0.01
未満
0.01
未満
0.01
未満
0.01
未満
0.01
未満
0.01
未満亜鉛
mg/l50.010.010.010.01
未満
0.01
未満
0.01
未満
0.01
未満
0.01
未満溶解性鉄
mg/l-0.010.030.040.050.020.040.030.07
溶解性鉄
mg/l100.010.420.160.230.120.090.050.13
溶解性マンガン
mg/l-0.010.01
未満
0.030.01
未満
0.020.01
未満
0.01
未満
0.02
溶解性マンガン
mg/l100.018.64.31.83.53.72.15.2
全クロム
mg/l-0.010.01
未満
0.01
未満
0.01
未満
0.01
未満
--0.01
未満全クロム
mg/l20.010.01
未満
0.01
未満
0.01
未満
0.01
未満
--0.01
未満全窒素
mg/l-0.051.10.871.11.00.680.650.63
全窒素
mg/l120(
日平均
60
）
0.0571341523252125
全リン
mg/l-0.0030.0110.0070.0040.0100.0120.0070.023
全リン
mg/l16(
日平均
8
）
0.0030.0980.0740.0530.110.0390.0370.053
溶存酸素
mg/l-0.58.41112119.89.88.5
溶存酸素
mg/l-0.55.56.77.36.14.94.85.0
酸化還元電位
mV--140110160170180110210
酸化還元電位
mV--100110160130180110190
重炭酸イオン
mg/l-113141717152418
重炭酸イオン
mg/l-1620370190250300280410
硫酸イオン
mg/l-0.22.52.93.73.45.64.23.3
硫酸イオン
mg/l-0.2280190190210240260290
ナトリウムイオン
mg/l-0.13.63.94.14.14.24.54.0
ナトリウムイオン
mg/l-0.118012088110140130160
カリウムイオン
mg/l-0.10.50.50.50.50.50.50.5
カリウムイオン
mg/l-0.148342028333046
カルシウムイオン
mg/l-0.13.13.54.44.04.45.53.8
カルシウムイオン
mg/l-0.1190140120130150160180
マグネシウムイオン
mg/l-0.11.01.11.21.21.31.41.2
マグネシウムイオン
mg/l-0.133252125303033
アンモニウムイオン
mg/l-0.1---0.1--0.1
未満アンモニウムイオン
mg/l-0.1---5.3--16
亜硝酸イオン
mg/l-0.10.1
未満
0.1
未満
0.1
未満
0.40.30.1
未満
0.1
未満亜硝酸イオン
mg/l-0.10.11.90.34.35.91.41.5
硝酸イオン
mg/l--3.53.94.23.32.62.82.7
硝酸イオン
mg/l--20276379756736*
不検出は定量下限値未満であることを示す。
*
不検出は定量下限値未満であることを示す。＜ダイオキシン類分析結果＞＜ダイオキシン類分析結果＞項目環境基準項目排出基準採取日
-10
月
4
日
12
月
9
日
2
月
9
日
4
月
27
日
5
月
30
日
6
月
21
日
7
月
22
日採取日
-10
月
4
日
12
月
9
日
2
月
9
日
4
月
27
日
5
月
30
日
6
月
21
日
7
月
22
日時刻
-14:3010:12
～
10:3014:10
～
15:3013:36
～
14:3613:23
～
13:5313:38
～
14:20
時刻
-9:309:00
～
9:3011:14
～
12:2011:39
～
12:3911:24
～
11:5411:34
～
12:10
水温℃
-22.310.56.011.014.518.6
水温℃
-26.121.221.522.023.020.4
気温℃
-21.26.83.518.518.526.0
気温℃
-25.27.211.523.021.030.5
透視度度
-50
以上
50
以上
50
以上
50
以上
50
以上
50
以上透視度度
-413150
以上
50
以上
50
以上
50
以上毒性等量
pg-TEQ/
ｌ
1TEQ-pg/L0.340.0940.160.0680.0650.068
毒性等量
pg-TEQ/
ｌ
100.470.530.510.380.470.19
平成
17
年度調査平成
17
年度調査平成
16
年度調査平成
16
年度調査平成
17
年度調査平成
17
年度調査平成
16
年度調査平成
16



水質分析結果一覧表（地下水：
BW-01,BW-02
）採取日
--10
月
4
日
12
月
9
日
2
月
9
日
4
月
27
日
5
月
30
日
6
月
21
日
7
月
22
日
10
月
4
日
12
月
9
日
2
月
9
日
4
月
27
日
5
月
30
日
6
月
21
日
7
月
22
日時刻
--11:0014:189:209:339:439:369:3312:0015:0010:3710:1710:3210:3210:17
水温℃
--17.415.717.818.018.018.218.020.717.818.017.517.518.317.5
気温℃
--25.510.210.020.526.028.020.524.610.411.516.523.028.016.5
透視度度
--50
以上
3350
以上
50
以上
50
以上
50
以上
50
以上
50
以上
3250
以上
50
以上
50
以上
50
以上
50
以上カドミウム
mg/l0.010.0010.001
未満
0.001
未満
0.001
未満
0.001
未満
--0.001
未満
0.001
未満
0.001
未満
0.001
未満
0.001
未満
--0.001
未満シアン
mg/l
検出されないこと
0.1
不検出不検出不検出不検出
--
不検出不検出不検出不検出不検出
--
不検出有機リン
mg/l-0.1--------------
鉛
mg/l0.010.0050.005
未満
0.0090.005
未満
0.0090.005
未満
0.005
未満
0.005
未満
0.0070.0060.005
未満
0.005
未満
0.005
未満
0.005
未満
0.005
未満六価クロム
mg/l0.050.010.01
未満
0.01
未満
0.01
未満
0.01
未満
--0.01
未満
0.01
未満
0.01
未満
0.01
未満
0.01
未満
--0.01
未満砒素
mg/l0.010.0050.0070.0100.0060.0060.005
未満
0.005
未満
0.005
未満
0.005
未満
0.005
未満
0.005
未満
0.005
未満
0.005
未満
0.005
未満
0.005
未満総水銀
mg/l0.00050.00050.0005
未満
0.0005
未満
0.0005
未満
0.0005
未満
--0.0005
未満
0.0005
未満
0.0005
未満
0.0005
未満
0.0005
未満
--0.0005
未満
±Ù·Ù
水銀
mg/l
検出されないこと
0.0005
不検出不検出不検出不検出
--
不検出不検出不検出不検出不検出
--
不検出ポリ塩化ビフェニル
mg/l
検出されないこと
0.0005
不検出不検出不検出不検出
--
不検出不検出不検出不検出不検出
--
不検出ジクロロメタン
mg/l0.020.0020.002
未満
0.002
未満
0.002
未満
0.002
未満
--0.002
未満
0.002
未満
0.002
未満
0.002
未満
0.002
未満
--0.002
未満四塩化炭素
mg/l0.0020.00020.0002
未満
0.0002
未満
0.0002
未満
0.0002
未満
--0.0002
未満
0.0002
未満
0.0002
未満
0.0002
未満
0.0002
未満
--0.0002
未満
1,2-¼Þ¸ÛÛ´ÀÝmg/l0.0040.00040.0004
未満
0.0004
未満
0.0004
未満
0.0004
未満
--0.0004
未満
0.0004
未満
0.0004
未満
0.0004
未満
0.0004
未満
--0.0004
未満
1,1-¼Þ¸ÛÛ´ÁÚÝmg/l0.020.0020.002
未満
0.002
未満
0.002
未満
0.002
未満
--0.002
未満
0.002
未満
0.002
未満
0.002
未満
0.002
未満
--0.002
未満
¼½-1,2-¼Þ¸ÛÛ´ÁÚÝmg/l0.040.0040.004
未満
0.004
未満
0.004
未満
0.004
未満
--0.004
未満
0.004
未満
0.004
未満
0.004
未満
0.004
未満
--0.004
未満
1,1,1-ÄØ¸ÛÛ´ÀÝmg/l10.00050.0005
未満
0.0005
未満
0.0005
未満
0.0005
未満
--0.0005
未満
0.0005
未満
0.0005
未満
0.0005
未満
0.0005
未満
--0.0005
未満
1,1,2-ÄØ¸ÛÛ´ÀÝmg/l0.0060.00060.0006
未満
0.0006
未満
0.0006
未満
0.0006
未満
--0.0006
未満
0.0006
未満
0.0006
未満
0.0006
未満
0.0006
未満
--0.0006
未満
ÄØ¸ÛÛ´ÁÚÝmg/l0.030.0020.002
未満
0.002
未満
0.002
未満
0.002
未満
--0.002
未満
0.002
未満
0.002
未満
0.002
未満
0.002
未満
--0.002
未満
ÃÄ×¸ÛÛ´ÁÚÝmg/l0.010.00050.0005
未満
0.0005
未満
0.0005
未満
0.0005
未満
--0.0005
未満
0.0005
未満
0.0005
未満
0.0005
未満
0.0005
未満
--0.0005
未満
1,3-¼Þ¸ÛÛÌßÛÍßÝmg/l0.0020.00020.0002
未満
0.0002
未満
0.0002
未満
0.0002
未満
--0.0002
未満
0.0002
未満
0.0002
未満
0.0002
未満
0.0002
未満
--0.0002
未満チウラム
mg/l0.0060.00060.0006
未満
0.0006
未満
0.0006
未満
0.0006
未満
--0.0006
未満
0.0006
未満
0.0006
未満
0.0006
未満
0.0006
未満
--0.0006
未満シマジン
mg/l0.0030.00030.0003
未満
0.0003
未満
0.0003
未満
0.0003
未満
--0.0003
未満
0.0003
未満
0.0003
未満
0.0003
未満
0.0003
未満
--0.0003
未満チオベンカルブ
mg/l0.020.0020.002
未満
0.002
未満
0.002
未満
0.002
未満
--0.002
未満
0.002
未満
0.002
未満
0.002
未満
0.002
未満
--0.002
未満ベンゼン
mg/l0.010.0010.001
未満
0.001
未満
0.001
未満
0.001
未満
0.001
未満
0.001
未満
0.001
未満
0.001
未満
0.001
未満
0.001
未満
0.001
未満
0.001
未満
0.001
未満
0.001
未満セレン
mg/l0.010.0020.002
未満
0.002
未満
0.002
未満
0.002
未満
--0.002
未満
0.002
未満
0.002
未満
0.002
未満
0.002
未満
--0.002
未満硝酸性および亜硝酸性窒素
mg/l10-0.1
未満
0.2
未満
0.1
未満
0.1
未満
0.1
未満
0.1
未満
0.11.82.01.41.41.51.71.8
フッ素
mg/l0.80.050.05
未満
0.05
未満
0.090.05
未満
0.05
未満
0.05
未満
0.05
未満
0.090.05
未満
0.05
未満
0.090.090.090.08
ホウ素
mg/l10.050.170.250.130.250.210.220.230.520.730.370.530.560.670.64
電気伝導率
mS/m-0.1120110120110110110110150120120120130130130
塩化物イオン
mg/l-0.27070808077747475617672687864
水素イオン濃度
-0.16.5/22.56.6/16.16.6/13.76.6/21.96.5/25.46.5/23.36.7/23.96.7/22.26.9/16.07.0/14.16.9/22.26.9/24.16.8/23.27.1/24.0
全有機体炭素量
mg/l----------------
化学的酸素要求量
mg/l-0.5--------------
浮遊物質量
mg/l-1--------------ÉÙÏÙÍ·»Ý
（鉱油）
mg/l-0.50.5
未満
0.5
未満
0.5
未満
0.5
未満
--0.5
未満
0.5
未満
0.5
未満
0.5
未満
0.5
未満
--0.5
未満
ÉÙÏÙÍ·»Ý
（動植物油）
mg/l-0.50.5
未満
0.5
未満
0.5
未満
0.5
未満
--0.5
未満
0.5
未満
0.5
未満
0.5
未満
0.5
未満
--0.5
未満フェノール
mg/l-0.0050.005
未満
0.005
未満
0.005
未満
0.005
未満
--0.005
未満
0.005
未満
0.005
未満
0.005
未満
0.005
未満
--0.005
未満銅
mg/l-0.010.01
未満
0.01
未満
0.01
未満
0.01
未満
0.01
未満
0.01
未満
0.01
未満
0.01
未満
0.010.01
未満
0.01
未満
0.01
未満
0.01
未満
0.01
未満亜鉛
mg/l-0.010.01
未満
0.060.01
未満
0.01
未満
0.01
未満
0.01
未満
0.01
未満
0.01
未満
0.010.01
未満
0.01
未満
0.01
未満
0.01
未満
0.01
未満溶解性鉄
mg/l-0.010.671.31.51.31.41.11.00.020.180.070.070.340.040.11
溶解性マンガン
mg/l-0.01121113131211120.210.140.100.070.020.020.05
全クロム
mg/l-0.01--------------
全窒素
mg/l-0.05--------------
全リン
mg/l-0.003--------------
溶存酸素
mg/l-0.5--3.8------5.5----
酸化還元電位
mV--9-1218061190712401107218087200110230
重炭酸イオン
mg/l-1560520590570580570540330280230290350360340
硫酸イオン
mg/l-0.275858280747178480350360390340360420
ナトリウムイオン
mg/l-0.13737414141414088818381828684
カリウムイオン
mg/l-0.17.18.48.68.78.18.17.926242222232425
カルシウムイオン
mg/l-0.1160160170160160160160220170160180190200200
マグネシウムイオン
mg/l-0.13130333132323219141417181819
アンモニウムイオン
mg/l-0.1--------------
亜硝酸イオン
mg/l-0.10.1
未満
0.1
未満
0.1
未満
0.1
未満
0.1
未満
0.1
未満
0.1
未満
0.1
未満
0.1
未満
0.1
未満
0.1
未満
0.1
未満
0.1
未満
0.1
未満硝酸イオン
mg/l--0.3
未満
0.90.3
未満
0.3
未満
0.3
未満
0.3
未満
0.57.98.86.26.36.77.48.0*
不検出は定量下限値未満であることを示す。＜ダイオキシン類分析結果＞採取日
-10
月
4
日
12
月
9
日
2
月
9
日
4
月
27
日
5
月
30
日
6
月
21
日
7
月
22
日
10
月
4
日
12
月
9
日
2
月
9
日
4
月
27
日
5
月
30
日
6
月
21
日
7
月
22
日時刻
-11:0014:18
～
14:309:20
～
10:109:33
～
10:339:43
～
10:139:36
～
10:2012:0015:00
～
15:3010:37
～
11:1010:17
～
11:1710:32
～
11:0210:32
～
11:20
水温℃
-17.415.717.818.018.018.220.717.818.017.517.518.3
気温℃
-25.510.210.020.526.028.024.610.411.516.523.028.0
透視度度
-50
以上
3350
以上
50
以上
50
以上
50
以上
50
以上
3250
以上
50
以上
50
以上
50
以上毒性等量
pg-TEQ/
ｌ
10.0630.160.0640.0690.0700.0690.0640.670.0900.0630.0720.071
項目平成
17
年度調査平成
16
年度調査
BW-01BW-01BW-02
環境基準定量下限値平成
16
年度調査平成
17
年度調査平成
16
年度調査平成
16
年度調査平成
17
年度調査環境基準項目
BW-02
平成
17



ガス濃度モニタリング結果硫化水素メタンアスベスト硫化水素メタンアスベスト
(ppm)(%)(
本
/L)(ppm)(%)(
本
/L)
平成
17
年
4
月
28
日
BW-04
付近
0.0005
未満
0.05
未満
0.3
未満
b-39
付近
0.0005
未満
0.05
未満
0.3
未満北：
0.7m/s
平成
17
年
5
月
30
日
BW-04
付近
0.0005
未満
0.05
未満
0.3
未満
b-10
付近
0.0005
未満
0.05
未満
0.3
未満無風平成
17
年
6
月
21
日
BW-04
付近
0.0005
未満
0.05
未満
0.3
未満
b-10
付近
0.0005
未満
0.05
未満
0.3
未満東南東：
0.5m/s
平成
17
年
7
月
22
日
BW-04
付近
0.0005
未満
0.05
未満
0.3
未満
b-10
付近
0.0005
未満
0.05
未満
0.3
未満東北東：
0.2m/s
特定悪臭物質の規制基準
(
岐阜市全域
)0.02ppm
－－
0.02ppm
－－作業環境
(
管理濃度
)10ppm
－
150
本
/L(0.15
本
/cm3)10ppm
－
150
本
/L(0.15
本
/cm3)
爆発限界（下限）※
40000ppm(4%)5%
－
40000ppm(4%)5%
－大気汚染防止法－－
10
本
/L
－－
10
本
/L
※ガス濃度が爆発下限の
30%
以上になった場合は、直ちに作業を中止して退避が必要となる。＜試験方法＞メタン　　：
GC-(TCD)
法アスベスト：
JIS
　
K
　
3850-1
　「空気中の繊維状粒子測定方法」硫化水素　：環境省告示第
9
号
 
別表
2 
第
1



場外モニタリング調査地点図
            
調査位置図
 
：地下水調査地点（
GW
）
 GW-1
および
GW-2
はボーリングにより観測井戸設置
  
：河川水調査地点
(RW)  
：排水調査地点（
D
）
  
：土壌調査地点
(S)  
：河川底質調査地点
(RS)  
：大気・悪臭調査地点（
A
）
 
Ｓ＝
1/5000 GW-1 GW-2 GW-3 
不法投棄現場
 RW-1 RW-2 RW-4 RW-6 RW-5 RS-1 RS-2 D-1 D-2 S-1 S-2 A-1 A-2 
彦坂地区
 
椿洞地区
 GW-4 RW-3 0100200300m
幼稚園
 
老人養護施設
 
畜産センター
 
ＲＷ
-2 
ＲＷ
-4 
ＲＷ
-5 
Ｄ
-1 
Ｄ
-2 
ＧＷ
-1 
ＧＷ
-2 
※
 
図中の
Í·»ÀÞ²Ô¸Þ×Ñ
は、Ｈ
16.12.9
分析データより
  RW-1 RW-2 RW-3 RW-6 RW-5 RW-4 D-1 D-2 
排水系統図
 
（２）場外



H17.
河川水　分析結果一覧表
RW-1RW-2RW-3RW-4RW-5RW-6
単位Ｈ
17.4.20H17.5.20H17.6.20
Ｈ
17.4.20H17.5.20H17.6.20
Ｈ
17.4.20H17.5.20H17.6.20
Ｈ
17.4.20H17.5.20H17.6.20
Ｈ
17.4.20H17.5.20H17.6.20
Ｈ
17.4.20H17.5.20H17.6.20
ｐ
H(-)7.27.07.17.77.67.87.47.47.67.77.87.77.67.97.37.37.3BOD(mg/L)1.00.80.43.21.21.21.50.62.41.71.0103.01.41.10.50.3COD(mg/L)4.62.43.05.03.24.04.61.45.42.84.2106.15.94.41.82.0TOC(mg/L)2.31
未満
1.32.51.81
未満
1.61
未満
2.81.72.46.24.24.11.91
未満
1
未満
SS(mg/L)3135810362362111011
未満
231
未満
T-N(mg/L)1.00.730.531.41.11.20.650.411.20.971.14.93.62.70.930.480.38DO(mg/L)9.89.28.39.99.69.610.610.110.09.88.89.89.69.510.210.29.5T-Cr(mg/L)0.02
未満
0.02
未満
0.02
未満
0.02
未満
0.02
未満
0.02
未満
0.02
未満
0.02
未満
0.02
未満
0.02
未満
0.02
未満
0.02
未満
0.02
未満
0.02
未満
0.02
未満
0.02
未満
0.02
未満
Pb(mg/L)0.0060.005
未満
0.005
未満
0.0050.005
未満
0.005
未満
0.005
未満
0.005
未満
0.0060.005
未満
0.005
未満
0.0090.005
未満
0.005
未満
0.005
未満
0.005
未満
0.005
未満
As(mg/L)
ー
0.005
未満
0.005
未満ー
0.005
未満
0.005
未満ー
0.005
未満ー
0.005
未満
0.005
未満ー
0.005
未満
0.005
未満ー
0.005
未満
0.005
未満
Cl-(mg/L)3.53.53.71324323.03.01324353536523.43.73.6SO42-(mg/L)5.28.3121302803703.93.91202403301102202902.42.02.1HCO3-(mg/L)14172099110140182087110150110130160141719Na+(mg/L)3.74.35.01422293.94.12721301230403.74.14.5K+(mg/L)0.860.570.
646.89.1110.590.497.67.7104.611110.560.440.37Ca2+(mg/L)3.74.66.1691401803.73.965120160561101502.82.82.9Mg2+(mg/L)1.01.31.45.58.18.01.21.27.77.98.84.89.6121.00.991.0NO3-N(mg/L)0.600.440.250.660.560.520.390.350.610.530.563.12.62.40.560.380.29NO2-N(mg/L)
0.1
未満
0.1
未満
0.1
未満
0.1
未満
0.110.1
未満
0.1
未満
0.1
未満
0.1
未満
0.1
未満
0.1
未満
0.260.660.1
未満
0.1
未満
0.1
未満
0.1
未満
NH4-N(mg/L)0.1
未満
0.1
未満
0.1
未満
0.2
未満
0.2
未満
0.370.1
未満
0.1
未満
0.2
未満
0.2
未満
0.300.2
未満
0.2
未満
0.2
未満
0.1
未満
0.1
未満
0.1
未満
EC(
ｍ
S/
ｍ
)5.15.56.44575914.95.13768875171854.24.24.4
採取時刻
11:4013:4310:1311:5513:5010:3012:1514:0510:4012:4514:1510:4514:3014:5511:2014:4515:0511:41
気温（℃）
13.020.531.013.020.531.013.020.512.021.031.013.022.028.013.022.028.0
水温（℃）
11.814.222.013.516.520.512.012.813.516.321.013.217.023.811.113.519.0
流量（
L/sec
）
1.10.60.139.726.915.01.20.5
水量無
44.430.114.764.031.514.00.20.10.01
当日天候雨晴晴雨晴晴雨晴晴雨晴晴雨晴晴雨晴晴前日天候晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴ろ液中
Pb(mg/L)0.005



Ｈ
17.
　地下水
 
分析結果一覧表
GW-1GW-2 GW-3 GW-4
単位Ｈ
17.4.20H17.5.20H17.6.20H17.7.20
Ｈ
17.4.20H17.5.20H17.6.20H17.7.20
Ｈ
17.4.20H17.5.20H17.6.20H17.7.20
Ｈ
17.4.20H17.5.20H17.6.20H17.7.20
基準値ｐ
H(-)6.76.36.66.37.06.66.96.67.16.67.06.66.86.46.66.36.5
～
8.5BOD(mg/L)0.60.40.30.30.30.80.90.31.81.10.42.20.40.40.30.93
以下
COD(mg/L)1.21.20.81.41.01.21.01.02.63.21.63.00.40.61.21.06
以下
TOC(mg/L)1
未満
1
未満
1
未満
1
未満
1
未満
1
未満
1
未満
1
未満
1.31.41
未満
1.21
未満
1
未満
1
未満
1
未満
SS(mg/L)1
未満
1
未満
1
未満
1
未満
418741
未満
1
未満
1
未満
1
未満
1
未満
1
未満
1
未満
1
未満
25
以下
T-N(mg/L)0.981.30.661.60.420.400.450.342.53.31.93.51.51.81.82.71
以下
DO(mg/L)8.37.16.75.31.41.11.71.36.05.45.66.310.19.59.08.05
以上
T-Cr(mg/L)0.02
未満
0.02
未満
0.02
未満
0.02
未満
0.02
未満
0.02
未満
0.02
未満
0.02
未満
0.02
未満
0.02
未満
0.02
未満
0.02
未満
0.02
未満
0.02
未満
0.02
未満
0.02
未満
Pb(mg/L)0.005
未満
0.005
未満
0.005
未満
0.005
未満
0.005
未満
0.005
未満
0.005
未満
0.005
未満
0.005
未満
0.005
未満
0.005
未満
0.005
未満
0.005
未満
0.005
未満
0.005
未満
0.005
未満
0.01
以下
Cl-(mg/L)121216122.83.23.33.58.8128.2112.52.83.22.9SO42-(mg/L)323449354.05.35.36.012141216.04.35.14.25.6HCO3-(mg/L)44455148596161595151604413181917Na+(mg/L)7.98.6118.68.38.78.78.8131613142.93.43.84.3K+(mg/L)1.61.71.71.70.580.620.580.641.31.81.21.5
1.61.81.92.1Ca2+(mg/L)212329248.79.59.69.6121113123.54.24.95.2Mg2+(mg/L)3.94.25.14.53.43.63.63.73.43.53.83.41.01.21.41.5NO3-N(mg/L)0.911.10.621.60.1
未満
0.1
未満
0.1
未満
0.1
未満
2.13.11.73.31.41.81.62.6NO2-N(mg/L)0.1
未満
0.1
未満
0.1
未満
0.1
未満
0.1
未満
0.1
未満
0.1
未満
0.1
未満
0.1
未満
0.1
未満
0.1
未満
0.1
未満
0.1
未満
0.1
未満
0.1
未満
0.1
未満
NH4-N(mg/L)0.1
未満
0.1
未満
0.1
未満
0.1
未満
0.1
未満
0.1
未満
0.1
未満
0.1
未満
0.2
未満
0.2
未満
0.2
未満
0.2
未満
0.1
未満
0.1
未満
0.1
未満
0.1
未満
EC(
ｍ
S/
ｍ
)1819242011111111151615154.85.55.96.3
採取時刻
15:0515:2715:2015:0215:5016:1514:5515:5513:3513:1016:0014:2013:5513:3315:3513:20
気温（℃）
13.022.030.035.012.022.032.035.012.022.032.035.012.022.032.035.0
水温（℃）
11.213.016.017.816.715.016.517.113.816.721.522.012.814.321.024.0
水位（ｍ）
49.7949.7849.7749.7944.7244.7244.9245.04--------
採取水深（ｍ）
49.3949.3949.3949.3938.1938.1938.1938.19--------
当日天候雨晴晴晴雨晴晴晴雨晴晴晴雨晴晴晴前日天候晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴地下水
Í·»ÀÞ²Ô¸Þ×ÑGW-1GW-2GW-3GW-4Na++K+Ca2+Mg2+SO42-HCO3-Cl-
陽イオン　
me/L
陰イオン　
me/L5               4               3                2               1               0                1                2                3               4               52005.7
←
 SO42-
←
 HCO3-
←
 Mg2++Ca2+SO42-+Cl- 
→
Mg2+ 
→
Na++K+ 
→←
 Ca2+Cl- 
→○
:GW-1
◎
:GW-2
×
:GW-3
△
:GW-42005.07
　地下水
ÄØØÆ±ÀÞ²Ô¸Þ×Ñ



排水　Ｄ
-2
　水質調査【水質調査結果】【窒素態数値】
D-2
単位Ｈ
17.4.20H17.5.20H17.6.20H17.7.8H17.7.20
参考基準値Ｈ
16.10.20
Ｈ
16.11.5
Ｈ
16.11.19
Ｈ
16.12.9
Ｈ
16.12.20
Ｈ
17.1.6
Ｈ
17.1.20
Ｈ
17.2.4
Ｈ
17.2.18
Ｈ
17.3.4
Ｈ
17.3.15
Ｈ
17.4.20
Ｈ
17.5.20
Ｈ
17.6.20
Ｈ
17.7.8
Ｈ
17.7.20
ｐ
H(-)7.98.07.97.87.95.8
～
8.6
有機態窒素
(mg/L)1.473.13.013.97.42.31.81.42.93.02.21.02.7153BOD(mg/L)29664.83124160
以下アンモニア性窒素
(mg/L)11277.521171.50.460.2
未満
0.2
未満
4.01.63.3110.273833COD(mg/L)33402910063
亜硝酸性窒素
(mg/L)2.11.76.40.930.384.11.20.180.622.11.41.55.00.990.671.6TOC(mg/L)2534227250
硝酸性窒素
(mg/L)2.57.37.08.14.71317151619231718203.39.6SS(mg/L)3301061125200
以下全窒素
(T-N)(mg/L)17432433362621171828292435245747T-N(mg/L)2435245747120
以下生物化学的酸素要求量（
BOD
）
(mg/L)77666227521714168.7601529664.83124DO(mg/L)9.17.68.25.76.7T-Cr(mg/L)0.02
未満
0.02
未満
0.02
未満
0.02
未満
0.02
未満
2
以下
0.6470590.6279070.31250.6363640.4722220.0576920.021905000.1428570.0551720.13750.3142860.011250.6666670.702128Pb(mg/L)0.0230.005
未満
0.005
未満
0.005
未満
0.005
未満
0.1
以下
Cl-(mg/L)140200200230250SO42-(mg/L)150220230250240HCO3-(mg/L)250350270640540
Ｄ
-2
　
7/20
状況写真
Na+(mg/L)89130120190170K+(mg/L)2336295847Ca2+(mg/L)120150150180150Mg2+(mg/L)1928283232NO3-N(mg/L)1718203.39.6NO2-N(mg/L)1.55.00.990.671.6NH4-N(mg/L)3.3110.273833EC(
ｍ
S/
ｍ
)110160140210190
採取時刻
14:1514:4011:188:3014:18
気温（℃）
12.022.030.027.535.0
水温（℃）
16.421.725.225.529.2
流量（
L/sec
）
13.21.10.310.51.6
当日天候雨晴晴晴晴前日天候晴晴晴晴晴ろ液中
Pb(mg/L)0.005
未満
As0.006mg/Ln-H1mg/L
未満考察
1.
全窒素（Ｔ
-
Ｎ）すべての調査回において全窒素
 
排水基準
120mg/L
以下を満足
D-2
の排水は生産活動がなされていない事業場としては、全窒素濃度が高いアンモニア性窒素と降雨量を示すグラフ形状が類似している全窒素濃度の窒素態内訳は、アンモニア性窒素濃度の割合が降雨の渇水期にかけて低くなったものの、今期の梅雨にかけて増加している全窒素濃
度は梅雨時期にかけて高く推移し、
±ÝÓÆ±
性窒素の割合も増えている一般的な水処理（好気性生物処理）では、
BOD
酸化分解と
±ÝÓÆ±
性窒素の硝化は関係がある測定月の
1
月～
3
月は渇水期による廃棄物層への雨水浸透が少ないためとも考えられる検証■
4/20
採取時に降雨（
5.5mm/h
）により、水量も普段に比べて多いが、降り始めにより、場内表面水を流れる割合が多いためか、ＳＳ濃度は高いものの、他は特に高い数値は確認されない■
7/08
採取時は晴天であったが、数日前に降った雨により、流出量は多い既に、降り終りから時間が経過しているため、場内の表面水はなく、ＳＳ濃度は、低かったものの、分析項目のほとんどで高い数値が確認できる上記の状況から降水量が多い日は、場内を流れる表層水も多く希
釈されるが、その数日後廃棄物層を通過した水が排水される際に、数値が高くなるなどの傾向が考えられるその際は、
BOD,COD,TOC,T-N
濃度が高く検出されアンモニア性窒素率も高いことが推測されるよって、Ｄ
-2
排水の水質は、雨水の廃棄物層への浸透が大きな関係を示すものと思われる
2.
鉛（Ｐｂ）すべての調査回において鉛
 
排水基準
0.1mg/L
以下を満足
4/20
は、降雨による場内表面水の流出により、ＳＳ濃度は、高く、Ｐｂが検出されている
SS
を除去したろ過液で
Pb
測定を行うと、定量下限未満となる
±ÝÓÆ±
性窒素　比率
D-2
排水　窒素態内訳
0%10%20%30%40%50%60%70%80%90%100%
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17.7.200102030405060708090(BOD
・
T-N mg/L)
アンモニア性窒素亜硝酸性窒素硝酸性窒素有機態窒素生物化学的酸素要求量（
BOD
）全窒素
(T-N)05101520H16.10.7H16.10.24H16.11.10H16.11.26H16.12.13H16.12.30H17.1.15H17.2.1H17.2.18H17.3.6H17.3.23H17.4.9H17.4.25H17.5.12H17.5.29H17.6.14H17.7.1H17.7.18
雨量
(mm/h)
雨量調査日
3/151/612/2012/91/202/42/183/411.510.2011.19
調査日：時間降雨量グラフ
2421
渇水期降雨量減少梅雨降雨量増加
4/205/207/87/206/204/20
　雨前日まで降雨なし採取雨量時　
5.5mm/
ｈ
7/8
　晴採取時雨量　
07/3
・
4
に連続雨量
170
ｍｍ降雨量が多く雨水浸透量が多い場合は廃棄物層を通過し排水されるため、
BOD



１．調査結果から考えられる生活環境保全上の支障２．調査結果等から考えられる生活環境保全上の支障のおそれ
3
．生活環境保全上の支障のおそれ除去の目標おそれの具体的な内容現状の対応支障除去の目標対
 
　策　
 
例①不法投棄現場内の急勾配法面が崩落するおそれがある。前面擁壁の安定性が確認されない。・廃棄物が露出し雨ざらしになることに　よる水質悪化のおそれ・露出した廃棄物の飛散のおそれ・ガスの発生のおそれ・斜面モニタリングによる監視・大気モニタリングによ
る監視・擁壁背面の廃棄物撤去・立入禁止措置②上流沢へ最上部の表面水が流入しており、法面の崩落に繫がるおそれがある。廃棄物が露出し雨ざらしになることによる地下水の水質悪化のおそれ最上部に水勾配を設け、雨水を排除している③不法投棄場所からの湧水は排水基準を
満足しているものの、廃棄物の影響により原川の水質が悪化するおそれがある。河川の水質悪化のおそれ（農業用利水）水質モニタリングによる監視雨水浸透防止表面水排水路の設置覆土復旧キャッピング④不法投棄場所からの表面水が流出しており、原川の水質が悪化するおそれ
がある。河川の水質悪化のおそれ（農業用利水）水質モニタリングによる監視地下水汚染防止鉛直遮水壁の設置水処理施設の整備水処理用調整池の整備⑤地下水は環境基準を満足しているものの、廃棄物の影響により水質が悪化するおそれがある。地下水の水質悪化のおそれ水質モ
ニタリングによる監視沢水浸透防止水路の設置⑥上流部の沢水が不法投棄物の中に浸透し、地下水の汚染のおそれがある。地下水の水質悪化のおそれ水質モニタリングによる監視発生ガス抑制状況の詳細把握ガス抜き管の設置ガス吸引⑦不法投棄現場から発生するガス（硫化水素
¥
メタン等）により火災、悪臭、周辺林地への影響（枯死）が生ずるおそれがある。火災・悪臭・林地への影響（枯死）のおそれ大気モニタリングによる監視流出水量の調整防災調整池の整備⑧現状の調整池は必要容積を満足していないため、原川の流下能力に支障をおよぼすおそ
れがある。下流部における河川溢水のおそれ対応なし（既存調整池の機能回復又は仮設調整池で今後対応）⑨埋設廃棄物はまだ未分解であり、廃棄物の安定化に従い、長期間に渡り沈下が予想される。法面崩落のおそれ（①に同じ）沈下モニタリングによる監視モニタリング　地下
水　大　気　河川水○現状の不法投棄現場は、本来の自然の姿ではなく、生活環境上においても好ましい景観とは言えない。再生ビジョンを見据えた検討課題○内部発熱による火災及び有害ガスの発生のおそれがある。現在、温度観測と温度詳細調査を実施中○医療系廃棄物目撃証
言があり、万一処理実施中に発見された場合には対応が必要となる。現時点での対応なしそ　の　他法面崩落防止火災・悪臭等の発生防止河川の溢水防止地下水の汚染防止生活環境保全上の支障のおそれ河川の汚染防止調査結果から考えられるもの②生活環境保全上の支障のおそれ
安定勾配による法面整形押え盛土擁壁の設置沈下
ÓÆÀØÝ¸Þ
の継続沈下に対応可能な排水路の設置現時点では、生活環境保全上の支障はないと判断される。廃棄物の飛散防止



ＡＣ撤去残置法面崩落防止・雨水浸透防止・沢水浸透防止・地下水汚染拡散防止・発生ガス抑制法面崩落防止・雨水浸透防止・沢水浸透防止・地下水汚染拡散防止・発生ガス抑制処理中の対策恒久対策処理中の対策・Ｃの処理中の対策①、Ｃの恒久対策①～⑤・Ｃの処理中の対策①
、Ｃの恒久対策①～⑤・Ｃの処理中の対策①、Ｃの恒久対策①～⑤①崩落のおそれの高い法面は、法面対策を行う。恒久対策①廃棄物及び汚染土壌は全量撤去する。②掘削した廃棄物は選別し、環境基準を満足している土砂は埋め戻す。①処理中の対策を維持する。②廃棄物中の土
砂・コンクリート以外を対象に撤去し、その他の廃棄物は残置する。①処理中の対策を維持する。②廃棄物中の木くずを主体に撤去し、その他の廃棄物は残置する。①鉛直遮水工により汚れた地下水による周辺環境へのリスクを低減する。②上流沢水の廃棄物への浸透を防ぐ。③キ
ャッピングシート下にガス抜き管を設け発生ガスを放出する。④キャッピングシート上は覆土し、芝等で植生する。⑤雨水は雨水排水側溝で集め、防災調整池を経て放流する。⑥成形に伴う部分のみを撤去し、基本的に廃棄物を残置する。・処理中の対策に要する費用も必要となる
。・処分先を確保する必要がある。・長い期間が必要となる。・搬出車両等、搬出時における環境負荷が大きい。・処理中の対策に要する費用も必要となる。・処分先を確保する必要がある。・処理中の対策に要する費用も必要となる。・処分先を確保する必要がある。・水処理を
長期間継続する必要がある。①処理中の対策に要する費用　　　約
45
億円②撤去に伴う廃棄物の処理費用　　約
282
億円③その他必要な費用　　・廃棄物の選別に必要な費用　　・廃棄物の運搬費用④場内に処理施設を設けて処理する場合、処理施設建設費用が必要となるが、廃棄物の処理費用や運搬費用の減額が見込まれる。①処理中の対策に要する費用　　　約
45
億円②撤去に伴う廃棄物の処理費用　　約
227
億円③その他必要な費用　　・廃棄物の選別に必要な費用　　・廃棄物の運搬費用①処理中の対策に要する費用　　　約
45
億円②撤去に伴う廃棄物の処理費用　　約
86
億円③その他必要な費用　　・木くずの選別に必要な費用　　・廃棄物の運搬費用①処理中の対策及び恒久対策①～⑤に要する費用　　約
45
億円②恒久対策⑥に伴う廃棄物処理費　　約
17
億円③その他必要な費用　　　・廃棄物の運搬費用③対策方針案
(
撤去、一部撤去、残置
)
項　目Ｂ処理の形態一部撤去処理費用対策の目標法面崩落防止・雨水浸透防止・沢水浸透防止・地下水汚染拡散防止・発生ガス抑制対策の概要課題不法投棄物原川法面緊急対策不法投棄物鉛直遮水工水処理施設原川法面対策法面対策上流沢水対策発生ガス対
策雨水浸透防止雨水排水対策選別廃棄物処理処分土砂埋戻し不法投棄物鉛直遮水工水処理施設原川法面対策法面対策上流沢水対策発生ガス対策雨水浸透防止雨水排水対策原川上流沢水対策防災調整池不法投棄物鉛直遮水工水処理施設原川法面対策法面対策上流沢水対策発生ガス対策
雨水浸透防止雨水排水対策不法投棄物原川法面緊急対策不法投棄物鉛直遮水工水処理施設原川法面対策法面対策上流沢水対策発生ガス対策雨水浸透防止雨水排水対策選別廃棄物処理処分土砂埋戻し不法投棄物鉛直遮水工水処理施設原川法面対策法面対策上流沢水対策発生ガス対策雨
水浸透防止雨水排水対策原川上流沢水対策防災調整池不法投棄物原川法面緊急対策不法投棄物鉛直遮水工水処理施設原川法面対策法面対策上流沢水対策発生ガス対策雨水浸透防止雨水排水対策選別廃棄物処理処分土砂埋戻し不法投棄物鉛直遮水工水処理施設原川法面対策法面対策上
流沢水対策発生ガス対策雨水浸透防止雨水排水対策原川上流沢水対策防災調整池不法投棄物原川法面緊急対策不法投棄物鉛直遮水工水処理施設原川法面対策法面対策上流沢水対策発生ガス対策雨水浸透防止雨水排水対策廃棄物撤去選別廃棄物処理処分土砂埋戻し不法投棄物鉛直遮水
工水処理施設原川法面対策法面対策上流沢水対策発生ガス対策雨水浸透防止雨水排水対策原川上流沢水対策防災調整池法面対策として整形に伴う部分のみ撤去・処理処分木くずを主に撤去・処理処分法面対策廃棄物廃棄物廃棄物廃棄物不法投棄物鉛直遮水工水処理施設原川法面対策
法面対策上流沢水対策発生ガス対策雨水浸透防止雨水排水対策不法投棄物鉛直遮水工水処理施設原川法面対策法面対策上流沢水対策発生ガス対策雨水浸透防止雨水排水対策廃棄物土砂・
ºÝ¸Ø°Ä



１
 
法律上の規定
 
「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」（
S45.12.25
法律第
137
号）より抜粋
  
（措置命令）
 
第十九条の五
  
産業廃棄物処理基準（特別管理産業廃棄物にあつては、特別管理産業廃棄物処理基準）に適合しない産業廃棄物の処分が行われた場合において、生活環境の保全上支障が生じ、又は生ずるおそれがあると認められるときは、都道府県知事（当該処分を行つた者が当該産業廃棄物を
輸入した者である場合にあつては、環境大臣又は都道府県知事。次条及び第十九条の八において同じ。）は、必要な限度において、次に掲げる者（次条及び第十九条の八において「処分者等」という。）に対し、期限を定めて、その支障の除去等の措置を講ずべきことを命ずること
ができる。
  
（生活環境の保全上の支障の除去等の措置）
  
第十九条の八
  
第十九条の五第一項に規定する場合において、生活環境の保全上の支障が生じ、又は生ずるおそれがあり、かつ、次の各号のいずれかに該当すると認められるときは、都道府県知事は、自らその支障の除去等の措置の全部又は一部を講ずることができる。
   
２
 
措置命令
 
「行政処分の指針について」（
H17.8.12
各都道府県・政令市あて環境省通知）より抜粋
 
○
 
生活環境の保全上支障が生じ、又は生ずるおそれがあると認められるとき
 
①
 
「生活環境」とは、環境基本法（平成５年法律第９１号）第２条第３項に規定する「生活環境」と同義であり、社会通念に従って一般的に理解される生活環境に加え、人の生活に密接な関係のある財産又は人の生活に密接な関係のある動植物若しくはその生育環境を含むもので
あること。また「生活環境の保全」には当然に人の健康の保護も含まれること。
 
②
 
「おそれ」とは「危険」と同意義で、実害としての支障の生ずる可能性ないし蓋然性のある状態をいうこと。しかし、高度の蓋然性や切迫性までは要求されておらず、通常人をして支障の生ずるおそれがあると思わせるに相当な状態をもって足りること。
 
③
 
このように「生活環境の保全上支障が生じ、又は生ずるおそれがある」とは、人の生活に密接な関係がある環境に何らかの支障が現実に生じ、又は通常人をしてそのおそれがあると思わせるに相当な状態が生ずることをいい、例えば、安定型産業廃棄物が道路、鉄道など公共用
の区域や他人の所有地に飛散、流出するおそれがある場合、最終処分場以外の場所に埋め立てられた場合なども当然に対象となること。
  
○
 
「支障の除去等の措置」の内容
 
命令は「必要な限度において」とされており、支障の程度及び状況に応じ、その支障を除去し又は発生を防止するために必要であり、かつ経済的にも技術的にも最も合理的な手段を選択して措置を講ずるように命じなくてはならないこと。具体的には、例えば最終処分場において
、浸出液により公共の水域を汚染するおそれが生じている場合には、遮蔽工事や浸出液処理施設の維持管理によって支障の発生を防止できるときは、まずその措置を講ずるように命ずるべきであって、これらの方法によっては支障の発生を防止できないときに始めて、処分された廃
棄物の撤去を命ずるべきであること。
   
３
 
生活環境の保全上の支障の除去等の措置
 
「特定産業廃棄物に起因する支障の除去等を平成二十四年度までの間に計画的かつ
 
着実に推進するための基本的な方針」（
H15.10.3
環境省告示第
104
号）より抜粋
  
○
 
「生活環境の保全上の支障が生じ、又は生ずるおそれがある」とは
 
社会通念に従って一般的に理解される生活環境に加え、人の生活に密接な関係のある財産又は人の生活に密接な関係のある動植物若しくはその生育環境に何らかの支障が現実に生じ、又は通常人をしてそのおそれがあると思わせるに相当な状態が生ずることをいう。
  
○
 
支障の除去等の方法
 
・
 
支障の除去等については、措置命令の対象の範囲内で行うものとする。
  
・
 
支障の除去等の実施は、当該特定産業廃棄物の種類、性状、地域の状況及び地理的条件等に応じて、支障の除去等に係る効率、事業期間、事業に要する費用等の面から最も合理的に支障の除去等を実施することができる方法によるものとする。基本的には次のアからウまでに
掲げる方法によることとし、これにより難い場合にあっては、周辺環境への影響等をも勘案した上で、別の方法を採用することができることとする。
 
ア
 
特定産業廃棄物等の掘削及び処理
 
特定産業廃棄物及びこれに起因して汚染されている土壌等を周辺環境に影響を及ぼさないように掘削し、必要に応じて掘削された場所を汚染されていない土壌等により埋めること。
 
掘削した特定産業廃棄物及び土壌等について、特定産業廃棄物及び土壌等の種類ごとにその分別を十分に行うとともに、焼却、溶融、中和等、特定産業廃棄物及び土壌等の種類に応じた適切な処理方法を選択すること。
 
また、選択した処理方法に則した施設において処理を実施するとともに、廃棄物処理法第十二条第一項に規定する産業廃棄物処理基準その他の基準に基づく処理が行われていることを確認すること。
 
イ
 
原位置での浄化処理
 
特定産業廃棄物及びこれに起因して汚染されている土壌等について、溶融又は含まれている有害化学物質の抽出、分解その他の方法により、これらの特定産業廃棄物及び土壌等を掘削せずに処理すること。
 
当該特定産業廃棄物及び土壌等の処理に当たっては、必要に応じてその範囲の側面を囲み、当該特定産業廃棄物及び土壌等の下にある不透水層であって最も浅い位置にあるものの深さまで、鋼矢板その他の遮水の効力を有する構造物を設置すること。
 
処理作業の終了後、処理を行った特定産業廃棄物又は土壌等が生活環境の保全上の支障を生じさせるおそれがないことを確認すること。
 
ウ
 
原位置覆土等
 
有害産業廃棄物に該当する特定産業廃棄物が含まれていないことを確認すること。
 
把握された特定産業廃棄物について、生活環境の保全上の支障の原因となる有機性の産業廃棄物等を十分に分別除去した上で、除去後に残された特定産業廃棄物が含まれる範囲の土地を、コンクリート、アスファルト又は汚染されていない土壌等により覆い、かつ、覆いの損壊を
防止するための措置を講ずること。
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 1 
岐阜市環境基本条例（仮称）
 
事務局案の逐条解説
 
（前文）
 
私たちの岐阜市は、自然な姿をそのまま残す緑豊かな金華山と、豊富で清浄な水をたたえ、
1,300
有余年の鵜飼の伝統が今に引き継がれる長良川に象徴される自然に恵まれた都市である。
 
こうした恵まれた環境は、自然発生的に生まれたものではなく、先人達が永い年月をかけ、自然の恵みをもとに日々の生活や営為を通して築かれてきたものである。
 
私たち市民は、この恵まれた環境の下に、豊かで良好な生活を享受する権利を有すると同時に、先人達と同様に、この恵まれた環境を将来の世代に受け継いでいかなければならない責務を担っている。
 
しかし、今日の経済社会活動は、物質的な生活の豊かさを追い求めるあまり、大量生産、大量消費、大量廃棄による経済の拡大に伴って、自然環境に大きな負荷をかけ、地球環境へも影響を与えていることもまた事実である。
 
このため、私たち市民は、一人ひとりが日々の生活を通して自然環境及び地球規模の環境問題に深く関わっていることを認識し、環境への負荷を最小限にする行動を起こさなければならない。
 
ここに、社会活動の持続的発展を推進しつつ、市、市民、事業者及びＮＰＯ法人等のあらゆる主体が、それぞれの役割を担い、かつ、支え合って、人と自然が共生する豊かな環境都市を実現するため、この条例を制定する。
 
＜趣旨＞
 
この条例を制定する経緯や背景について述べ、なぜ今制定しなければならないかについて規定しています。
  
＜解説＞
  
ひとくちに「環境」と言ってもその概念が広いため、「環境」とは何かを決める必要があります。文化的遺産や「子育て環境」等の社会環境は人と人（又は人と人の営み）に関わる問題であり別の対策で考えることが適当と考えますので、この条例で「環境」とは「自
然環境」（大気、水、土壌、野生生物からなる環境）及び「生活環境」（人間の日々の生活に大きく関わっている空気、水、日照、樹木、騒音等の環境）とします。
   
「恵まれた環境は、自然発生的に生まれたものではなく、先人達が永い年月をかけ、自然の恵みをもとに日々の生活や営為を通して築かれてきた」
 
・・・岐阜市の自然環境は、水、大気、土壌等は自然の営みによってもたらされるものですが、それを私たちが利用するに当たっては、水道や用水路を設け、農業や林業等の活動によって開拓した土地に植えた植物から発生する酸素、治水によってできたまちづくり等昔からの人
々の活動によってもたらされてきたものです。
   
「一人ひとりが日々の生活を通して自然環境及び地球規模の環境問題に深く関わっていることを認識」
 
・・・これまでの市の環境対策としては、当初大気汚染や水質汚染等といった人の健康に影響を与える公害に対するものでした。その後、限りある資源のムダ使いを防止する省資源・省エネの推進を行い、さらにこれからの環境対策としてはそれらに加え、温暖化や酸性雨等の地
球規模の環境への対策を採らなければなりません。そのため、これまでは主に生産活動を行う事業者への対策を規制という形で実施してきましたが、これからは市民の日常生活から生じるゴミの減量や省エネ等についても協働という形で実施されなければなりません。
   
「あらゆる主体が、それぞれの役割を担い、かつ、支え合って」
 
・・・これからの環境対策は行政だけで実現できるものではないため、市民、事業者、ＮＰＯ法人等のすべてのものが、自らできることをまず行い、その上で協力しながらより高度で効果的な対策を継続して行わなければなりません。
  
＜参考＞
  
この前文は、条例を解釈し、運用する上での規準となるものです。
  



 2 
あり、この条例違反によって罰則を科すものではありません。この条例で定めたことは、今後の各種施策を行う上で考慮しなければならないものであり、この条例を基に各種の規制条例を制定し、施策を展開していくことになります。
  
（目的）
 
第
1
条
 
この条例は、環境の保全及び創出について基本理念及び基本原則を定め、並びに市民、事業者、ＮＰＯ法人（特定非営利活動促進法（平成
10
年法律第
7
号）第
2
条第
2
項に規定する特定非営利活動法人のうち環境の保全を図る活動を行うものをいう。以下同じ。）及び市の責務を明らかにするとともに、環境の保全及び創出に関する施策の基本となる事項を定め、これに基づく施策を総合的かつ計画的に推進し、もって現
在及び将来の市民の健康で文化的な生活の確保に寄与することを目的とする。
 
＜趣旨＞
  
この条例の制定目的は、「現在及び将来の市民の健康で文化的な生活の確保に寄与すること」です。日本国憲法第
25
条で規定している「国民の健康で文化的な生活を営む権利」を実現することを目的としています。
  
「環境の保全及び創出」について、『保全』の中には、ありのままに保つということと、その環境に対してある程度人が手を加える行為まで含まれます。しかし、一般の市民には、「何もない状態から作り出す行為、例えばアスファルトの駐車場を自然が豊かな公園に変える事」
について『保全』という言葉ではわかりにくいため、積極的に創り出す『創出』という言葉を併記しております。
  
＜解説＞
  
「ＮＰＯ法人（特定非営利活動促進法（平成
10
年法律第
7
号）第
2
条第
2
項に規定する特定非営利活動法人のうち環境の保全を図る活動を行うものをいう。以下同じ。）」
 
・・・環境の保全を図る活動を行うＮＰＯ法人は、法人の活動内容が市の施策と大きく関連するため、特に責務を定めて協力体制を築こうとするものです。
  
（定義）
 
第
2
条
 
この条例において「環境への負荷」とは、人の活動により環境に加えられる影響であって、環境の保全上の支障の原因となるおそれのあるものをいう。
 2 
この条例において「地球環境の保全」とは、人の活動による地球全体の温暖化又はオゾン層の破壊の進行、海洋の汚染、野生生物の種の減少その他の地球の全体又はその広範な部分の環境に影響を及ぼす事態に係る環境の保全であって、人類の福祉に貢献するとともに市民の健
康で文化的な生活の確保に寄与するものをいう。
 3 
この条例において「公害」とは、環境の保全上の支障のうち、事業活動その他の人の活動に伴って生ずる相当範囲にわたる大気の汚染、水質の汚濁、土壌の汚染、騒音、振動、地盤の沈下及び悪臭によって、人の健康又は生活環境に係る被害が生ずることをいう。
 4 
この条例において「循環型社会」とは、製品等が廃棄物となることが抑制され、並びに製品等が循環資源となった場合においてはこれについて適正に循環的な利用が行われることが促進され、及び循環的な利用が行われない循環資源については適正な処分が確保され、もって天
然資源の消費を抑制し、環境への負荷ができる限り低減される社会をいう。
 5 
この条例において「循環資源」とは、廃棄物のうち有用なものをいう。
 6 
この条例において「循環的な利用」とは、再使用、再生利用及び熱回収をいう。
 7 
この条例において「再使用」とは、循環資源を製品としてそのまま使用すること又は循環資源を部品その他製品の一部として使用することをいう。
 8 
この条例において「再生利用」とは、循環資源を原材料として利用することをいう。
 9 
この条例において「熱回収」とは、循環資源を熱を得ることに利用することをいう。
 10 
この条例において「再生品」とは、循環資源を使用し、又は利用して製造された製品をいう。
 
＜趣旨＞



 3  
この条例で使う言葉の定義を規定しました。
  
（基本理念）
 
第
3
条
 
環境の保全及び創出は、市の社会、経済及び文化の持続的発展を推進しつつ、大気、水、土壌等からなる環境を良好な状態に保全し、及び創出して、人と自然が共生する豊かな環境都市を実現することを目的として行われなければならない。
 2 
環境の保全及び創出は、人と自然が共生する社会において市民が良好な環境の恵みを享受するとともに、これを将来の世代へ継承していくことを目的として行われなければならない。
 3 
環境への負荷を低減するためには、限りある資源の浪費を止め、循環型社会を実現することを目的に行わなければならない。
 4 
環境へ負荷を与えることについては、すべてのものが加害者であり、同時に被害者であるため、すべてのものが自主的かつ積極的に、更に協働して環境への負荷を低減することに取り組むことによって行われなければならない。
 
＜趣旨＞
  
環境の保全及び創出をするためにはこうあるべきだという根本の考えを
4
項に分けて規定しました。
  
＜解説＞
  
第
1
項では、社会、経済及び文化の発展と、環境の保全及び創出を両立させることを前提に行わなければならないことを規定しました。
   
第
2
項では、市民が恵まれた環境を享受できるようにすることは非常に重要なことですが、今の世代だけで終わりにしてはならず、次の世代へ引き継がなければならないことを規定しました。
   
第
3
項では、環境への負荷を減らすためには、地球上にある資源の浪費を止めて、ゴミの発生を抑制し、不要となったものは再使用し、さらに再使用できないものは資源として再生利用するという循環型社会（究極的にはゴミゼロ社会）の実現することを目的に行わなければなら
ないことを規定しました。
   
第
4
項では、環境へ負荷を与えることは、人が生活していれば必ず起こることであるため、すべてのものが環境への負荷を低減することについて、まず自分でできることを積極的に行って、その上で協力しながらより高度で効果的な対策を継続して行わなければならないことを規定
しました。
   (
基本原則
) 
第
4
条
 
環境の保全及び創出に取り組むためには、家庭、学校、職場、地域その他のあらゆる機会において環境に関する教育（学習を含む。以下同じ。）や意識の醸成を行うことから始めなければならない。
 2 
環境の保全及び創出に取り組むためには、すべてのものが環境に関する情報を共有して進められなければならない。
 3 
環境の保全及び創出に取り組むためには、すべてのものが適切な役割分担と適正かつ公平な費用の負担の下に取り組まれなければならない。
 4 
市は、市が行う環境施策について、すべてのものに対しわかりやすく説明するとともに、市が行う環境施策について、すべてのものの意見を聴く機会を確保するように努めなければならない。
 
＜趣旨＞
  
環境の保全及び創出を行う上で、守らなければならない基本原則を規定しました。
  
＜解説＞
  
第
1
項は、「環境教育優先の原則」で、環境の保全及び創出に取り組むにあたって、自らの行為がどの様に環境に影響を与えるのか、又は、自らが行動しなければどうなるのか等の環境に関することを理解した上で取り組むことが非常に重要であるため、あらゆる機会
において、まず環境教育（学習）や意識の醸成を行うことを規定しました。



 4   
第
2
項は、「情報共有の原則」で、すべてものが、環境に関する情報を共有して進めなければならないというものです。これは、市だけではなく、市民、事業者及びＮＰＯ法人も含めてすべてのものが、それぞれの知り得た情報を相互に提供しあうことを意味しています。
   
第
3
項は、「協働の原則」で、すべてのものが、それぞれに適切な役割分担と、適正かつ公平な費用の負担で行う原則です。
   
第
4
項は、「市の説明責任と意見聴取の原則」で、市が環境施策をすべてのものとの協働で進めるためには、すべてのものにわかりやすく説明し、理解していただいた上で環境施策を進めるように努めなければならなず、さらに、すべてのものから意見を聴いて市の環境施策を進
めるため、市が意見を聴く機会を設けるように努めなければならないという原則です。
  
（市民の責務）
 
第
5
条
 
市民は、環境に関する教育や意識の啓発を自ら進んで行うよう努めるとともに、他のものの行う環境に関する教育や意識の啓発に協力するよう努めるものとする。
 2 
市民は、その日常生活において、環境の保全及び創出に積極的に努めるとともに、環境への負荷の低減に努めなければならない。
 3 
市民は、製品の長期使用、再生品の使用、循環資源が分別して回収されることへの協力等により循環型社会の形成に自ら努める責務を有する。
  4 
前
3
項に定めるもののほか、市民は、市が実施する環境の保全及び創出に関する施策に協力する責務を有する。
  5 
市民は、市の恵まれた環境について市民のできる範囲内で周知するよう努めるものとする。
 
＜趣旨＞
  
基本理念である第
3
条第
4
項の考え方（すべてのものが自主的かつ積極的に、更に協働して取り組まなければならない）から、市民の責務を規定しました。今日の環境問題は、日常生活に伴って発生する環境への負荷を減らすことが重要なことであるため、小さなことの積み重ねに取り組むことを規定
しました。
  
＜解説＞
  
第
1
項では、「環境の保全のための意欲の増進及び環境教育の推進に関する法律」で定められている国民の責務と同様の責務を改めて規定しました。「環境に関する教育や意識の啓発」というのは、例えば道路にゴミを捨てる人に対して注意することもその
教育に含まれますので、マナーや「しつけ」、「もったいない」という感覚等を身近な人に教えることから始めましょう。
   
第
2
項では、例えばエアコンの設定温度を夏ならば少し高め、冬ならば少し低めにすることで消費電力を少なくし、そのことで地球の温暖化に協力する等の日常生活でできることを行うことを規定しました。
   
第
3
項では、循環型社会をつくるためには、特に消費者である市民の協力なしではできないため、製品を長期に使用し廃棄物となる量を減らすこと、再生品を使用して資源の循環ができるようにすること、さらに分別回収へ協力すること等の責務を規定しました。
   
第
5
項では、岐阜市の恵まれた環境について、市外の友人や親類等へ「水がおいしく緑に恵まれた」等の自慢をしてください。今まであたりまえと思っていたことが、改めてその良さを認識し、また、周知することで自らの環境への関心を高めることができ、環境の保全活動にも
反映することができます。
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（事業者の責務）
 
第
6
条
 
事業者は、その雇用する者に対し、環境に関する教育や意識の啓発を自ら進んで行うよう努めるとともに、他のものの行う環境に関する教育や意識の啓発に協力するよう努めるものとする。
 2 
事業者は、事業活動を行うに当たっては、これに伴って生ずる公害を防止し、又は自然環境を適正に保全するため、必要な措置を講ずる責務を有する。
 3 
事業者は、その事業活動を行うに際しては、原材料等が廃棄物となることを抑制するために必要な措置を講ずるとともに、原材料等が循環資源となった場合には、これについて自ら適正に循環的な利用を行い、若しくはこれについて適正に循環的な利用が行われるために必要な
措置を講じ、又は循環的な利用が行われない循環資源について自らの責任において適正に処分する責務を有する。
 4 
製品、容器等の製造、販売等を行う事業者は、その事業活動を行うに際しては、当該製品、容器等の耐久性の向上及び修理の実施体制の充実その他の当該製品、容器等が廃棄物となることを抑制するために必要な措置を講ずる責務を有する。
 5 
製品、容器等の製造、販売等を行う事業者は、その事業活動を行うに際しては、当該製品、容器等の設計の工夫及び材質又は成分の表示その他の当該製品、容器等が循環資源となったものについて適正に循環的な利用が行われることを促進するために必要な措置を講ずる責務を
有する。
 6 
製品、容器等の製造、販売等を行う事業者は、その事業活動を行うに際しては、当該製品、容器等に係る原材料の選択及び材質の工夫その他の当該製品、容器等の適正な処分が困難とならないようにするために必要な措置を講ずる責務を有する。
 7 
第
3
項から前項に定めるもののほか、事業者は、その事業活動を行うに際しては、再生品を使用すること等により循環型社会の形成に自ら努めなければならない。
 8 
前各項に定めるもののほか、事業者は、その事業活動に関し、環境の保全及び創出に自ら努めるとともに、市が実施する環境の保全及び創出に関する施策に協力する責務を有する。
 9 
事業者は、自らの環境への取組を周知するよう努めるものとする。
 
＜趣旨＞
  
基本理念である第
3
条第
4
項の考え方（すべてのものが自主的かつ積極的に、更に協働して取り組まなければならない）から、事業者の責務を規定しました。市民と比べても事業活動に伴って環境に与える影響が大きいため、より細かな責務を規定しております。
  
＜解説＞
 
第
1
項では、「環境の保全のための意欲の増進及び環境教育の推進に関する法律」で定められている事業者の責務と同様の責務を改めて規定しました。まず従業員に対して環境教育（学習）や意識の啓発を実践してください。
   
第
2
項では、自らが公害を出さないようにすることや、自然環境を適正に保全するために必要な措置を講ずる責務を規定しました。
   
第
3
項から第
7
項については、循環型社会形成推進基本法でも規定されている責務を改めて規定しました。
  
第
3
項では、すべての事業者に対し、循環型社会の実現についての責務を規定しました。
  
第
4
項では、製品や容器等の製造業者や販売業者に対して、製品等を長期間使用できるようにして、製品等ができるだけ廃棄物にならないようにする責務を規定しました。
  
第
5
項では、製品や容器等の製造業者や販売業者に対して、材質や成分の表示（紙、プラ等）をして、分別回収をしやすいようにする責務を規定しました。
  
第
6
項では、製品や容器等の製造業者や販売業者に対して、材質ごとに分解できる等の工夫によって処分が簡単に行えるようにする責務を規定しました。
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（ＮＰＯ法人の責務）
 
第
7
条
 
ＮＰＯ法人は、市が実施する環境の保全及び創出に関する施策に協力する責務を有する。
 2 
ＮＰＯ法人は、環境の保全及び創出に関する有効な情報や活動を知り得た場合には、市に連絡するよう努めるものとする。
 
＜趣旨＞
  
基本理念である第
3
条第
4
項の考え方（すべてのものが自主的かつ積極的に、更に協働して取り組まなければならない）から、ＮＰＯ法人の責務を規定しました。なお、ひとくちにＮＰＯ法人といっても福祉や消費者保護といった様々な活動の分野がありますが、この条例でいうＮＰＯ法人は、第一条
に規定しているように「環境の保全を図る活動を行うもの」としています。これは、その法人の活動の内容が、市の環境への取り組みと密接に関連するため、お互いに協力して環境対策を取り組めるように規定しました。
  
＜解説＞
  
第
2
項でＮＰＯ法人に対して、市に連絡する責務を規定していますが、市は第
14
条で市民やＮＰＯ法人等に対して自発的な活動が促進されるよう必要な措置を講ずるようにしており、更に第
15
条で情報提供に努めるとしており、相互に協力していくことにしております。
   
なお、環境教育についての責務を規定しておりませんが、これは、環境の保全を図るＮＰＯ法人の活動そのものが環境教育であるため、あえて規定することはしませんでした。
  
（市の責務）
 
第
8
条
 
市は、環境の保全及び創出を図るため、次に掲げる事項に関する施策を策定し、及び実施する責務を有する。
 (1) 
環境に関する教育や意識の啓発に関する事項
 (2) 
公害の防止に関する事項
 (3) 
市民の健康を保ち、及び増進するため、大気、水、土壌その他の環境の自然的構成要素を良好な状態に保持することに関する事項
 (4) 
野生生物の保護その他の生物の多様性の確保に関する事項
 (5) 
森林、河川等における多様な自然環境の保全及び創出に関する事項
 (6) 
人と自然との豊かなふれあいの場の保全及び創出に関する事項
 (7) 
環境の美化その他良好な生活環境の確保に関する事項
 (8) 
資源の循環的な利用及びエネルギーの有効利用に関する事項
 (9) 
廃棄物の適正処理並びに廃棄物の減量化及び再利用に関する事項
 (10) 
地球環境の保全に関する事項
 (11) 
前各号に掲げるもののほか、環境の保全及び創出に関する事項
 2 
市は、自らの環境への取組を積極的に周知する責務を有する。
 
＜趣旨＞
 
基本理念である第
3
条第
4
項の考え方（すべてのものが自主的かつ積極的に、更に協働して取り組まなければならない）から、市の責務を規定しました。
  
＜解説＞
  
市の環境対策として取り組む事項を規定しました。ここで規定した事項については、この条例の考え方や内容を基に、次の環境都市基本計画を定めて具体的な対策を行います。
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（環境都市基本計画）
 
第
9
条
 
市長は、環境の保全及び創出に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るため、岐阜市環境都市基本計画（以下「環境都市基本計画」という。）を定めなければならない。
 2 
環境都市基本計画は、次に掲げる事項について定めるものとする。
 (1) 
環境の保全及び創出に関する目標
 (2) 
環境の保全及び創出に関する施策
 (3) 
環境の保全及び創出に関する配慮
 (4) 
環境の保全及び創出に関して重点的に取り組む地区の設定
 (5) 
前各号に掲げるもののほか、環境の保全及び創出に関する重要事項
 3 
市長は、環境都市基本計画を定めるに当たっては、あらかじめ市民、事業者、ＮＰＯ法人及びこれらの者の組織する団体（以下これらを「市民等」という。）並びに岐阜市環境審議会（以下「審議会」という。）の意見を聴かなければならない。
 4 
市長は、環境都市基本計画を定めたときは、遅滞なくこれを公表しなければならない。
 5 
前
2
項の規定は、環境都市基本計画の変更について準用する。
 
＜趣旨＞
 
前条で規定した事項について、どのように対策を行うかの計画について規定しました。基本理念である第
3
条第
4
項の考え方（すべてのものが自主的かつ積極的に、更に協働して取り組まなければならない）から、計画を市民等と審議会の皆様の意見を聴いて定め、公表することですべてのものの取り組みを促すためのものでもあります。
  
＜解説＞
  
通常の「環境基本計画」にはない新たな試みとして、第
2
項第
4
号で「重点的に取り組む地区」を設定することを規定しています。具体的な地区は計画を作るときに決めますが、自然環境が特に豊かな地区を保全するため、又は、逆に都市の中で自然環境を創出するため等、特定の地区に対して重点的に対策を行っていくものです。
  
なお、環境都市基本計画は、次条の年次報告によってその進行管理を行いますが、概ね
5
年程度で定期的に見直し、それを繰り返すことでより良い環境都市を目指します。
  
（年次報告の公表）
 
第
10
条
 
市長は、毎年、環境の状況並びに市が環境の保全及び創出に関して講じた施策に関する報告を公表し、この報告について市民等及び審議会から意見を聴かなければならない。
 2 
市長は、市民等の環境の保全及び創出に関して行った行為に関する情報を集め、この情報について公表し、この情報についても市民等及び審議会から意見を聴くことができる。
 
＜趣旨＞
  
前条の計画に基づいて活動した結果について、市長が毎年報告を公表することを規定しました。計画を定める時と同様に、この報告についても皆様の意見を聴くことにしております。
  
＜解説＞
  
第
2
項では、市民等の優れた活動についても公表しますが、これはすべてのものの取り組みを促すためのものです。
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（市の施策と環境都市基本計画との整合）
 
第
11
条
 
市は、環境に影響を及ぼすと認められる施策を策定し、及び実施するに当たっては、環境都市基本計画との整合を図るものとする。
 
＜解説＞
  
市が、例えば大規模な物を新しく造る場合等は、土地の造成や建設中の騒音や振動、完成後の使われ方等によって、環境に大きな影響を与えます。このような場合は、環境都市基本計画に定めた内容や対策に従って事業を行うとするものです。
   
（岐阜市環境行政推進会議）
 
第
12
条
 
市は、環境の保全及び創出に関する施策について総合的に調整し、及び推進するため、関係部長等で構成する岐阜市環境行政推進会議を置く。
 
＜解説＞
  
市の様々な部ごとで行う施策の中で環境の保全及び創出に関するものを調整して、より効果的に行うための庁内の会議について規定しました。
  
（環境教育の推進）
 
第
13
条
 
市は、市民等が環境の保全及び創出についての理解を深めるとともに、これらのものの環境の保全及び創出に資する活動を行う意欲が増進されるようにするため、環境に関する教育や意識の啓発の推進に努めるものとする。
 2 
市は、環境に関する教育や意識の啓発の推進を行うものに対し、環境の保全及び創出に関する指導を行うことができる人材、情報の提供その他の必要な支援を行うよう努めるものとする。
 
＜解説＞
  
第
1
項では、すべてのものが自主的に環境対策に取り組んでいただくために、学校や生涯学習等で環境についての教育（学習）や意識の啓発ができるように市が必要な対策を行うことを規定しました。
   
第
2
項では、自然保護団体や、職場等で環境教育（学習）や意識の啓発を行う方に対して、市が必要な支援を行うように努力することを規定しました。
  
（自発的な活動の促進）
 
第
14
条
 
市は、市民等による環境の保全及び創出のための自発的な活動が促進されるよう必要な措置を講ずるものとする。
 2 
市は、環境の保全及び創出のための活動に関し、顕著な功績があった市民等を顕彰するものとする。
 
＜解説＞
  
第
1
項では、環境についての自発的な活動を促進するために市が対策を行うことを規定しました。
   
第
2
項では、市が顕著な功績があった市民等を顕彰することを規定しました。
  
（環境に関する情報の提供）
 
第
15
条
 
市は、環境に関する教育や意識の啓発の推進並びに自発的な活動の促進に資するため、環境の保全及び創出に関する情報を適切に提供するよう努めるものとする。
 
＜解説＞
  
第
13
条で環境教育（学習）や意識の啓発の推進を行い、第
14
条で自発的な活動を促進するとしましたが、そのために必要な情報提供を市が行うことを規定しました。
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（規制の措置）
 
第
16
条
 
市は、環境を保全するため、公害の原因となる行為及び自然環境の適正な保全に支障を及ぼすおそれがある行為に関し、必要な規制の措置を講じなければならない。
 2 
前項に定めるもののほか、市は、環境の保全上の支障を防止するため、必要な規制の措置を講ずるよう努めるものとする。
 
＜解説＞
  
第
1
項では、市が、公害の発生源に対して、一定の基準を満たすように規制をしたり、国や県で決められた基準を守るように指導する等の措置をしなければならないと規定しました。
   
第
2
項では、第
1
項で措置しなければならない特に重要なもの以外のことについて、環境を保全する上での支障を防止するため、必要な措置を行うことを規定しました。
  
（誘導的措置）
 
第
17
条
 
市は、環境の保全上の支障を防止するため、市民等が自らの行為に係る環境への負荷の低減のための施設の整備その他の適切な措置をとるよう誘導することに努めるものとする。この場合において、特に必要があるときは、適正な助成その他の措置を講ず
るものとする。
 
＜解説＞
  
環境への取り組みとして、規制という強制力のある手段のほかに、ある行為を自発的にしてもらうように誘導することも有効な手段です。そのため、必要なときは補助金を出す等の措置について規定しました。
  
（公共的施設の整備）
 
第
18
条
 
市は、下水道、廃棄物の公共的な処理施設その他の環境の保全上の支障の防止に資する公共的施設の整備を推進するものとする。
 2 
市は、公園、緑地その他の公共的施設の整備その他の自然環境の適正な整備並びに人と自然との豊かなふれあいの場の保全及び創出のための事業を推進するものとする。
 
＜解説＞
  
第
1
項では、市が、環境の保全に関する施設整備を行うことについて規定しました。
   
第
2
項では、市が、環境の創出と、人と自然との豊かなふれあいに関する施設整備を行うことについて規定しました。
  
（資源の循環的な利用等の促進）
 
第
19
条
 
市は、環境への負荷の低減を図るため、自ら率先して再生品を使用するとともに、市の施設の建設及び維持管理その他の事業の実施に当たって、資源の循環的な利用及びエネルギーの有効利用が促進されるよう必要な措置を講ずるものとする。
 
＜解説＞
  
市自身も事業者の一員として消耗品を購入したり、エアコンを使用したりしますが、その場合に、市民等の模範となるようにリサイクル製品を購入したり、省エネに配慮すること等を規定しました。
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（調査及び研究の実施）
 
第
20
条
 
市は、環境の保全及び創出に関する施策を策定し、及び適正に実施するため、環境の保全及び創出に関する事項について、情報の収集に努めるとともに、科学的な調査及び研究の実施その他必要な措置を講ずるものとする。
 
＜解説＞
  
市が環境対策として先進的な取り組みや効果的な対策等の情報を集めることと、科学的な調査や研究を行うことを規定しました。
  
（監視等の体制の整備）
 
第
21
条
 
市は、環境の状況を的確に把握し、及び環境の保全及び創出に関する施策を適正に実施するために必要な監視、測定、検査等の体制の整備に努めるものとする。
 
＜解説＞
  
市が環境対策として廃棄物の不法投棄等の監視をしたり、水質検査等が実施できる組織をつくることを規定しました。
  
（財政上の措置）
 
第
22
条
 
市は、環境の保全及び創出に関する施策を推進するために必要な財政上の措置を講ずるよう努めるものとする。
 
＜解説＞
  
市が環境対策のために必要な予算を確保し執行することを規定しました。
  
（国等との協力）
 
第
23
条
 
市は、環境の保全及び創出を図るため広域的な取組を必要とする施策について、国及び他の地方公共団体（以下「国等」という。）と協力して、その推進に努めるものとする。
 2 
市は、環境の保全及び創出を図るため必要があると認めるときは、国等に対し必要な措置を講ずるよう要請するものとする。
 
＜解説＞
  
例えば長良川の水質保全のためには、市だけではなく、流域の市町村や国、県と協力して対策を行う必要があるため規定しました。
  
（推進体制の整備）
 
第
24
条
 
市は、市民等と市が協働し、環境の保全及び創出に関する施策を積極的に推進するために必要な体制を整備するものとする。
 
＜解説＞
  
市民等と市が協働して環境対策を行うための体制を市が整備することを規定しました。体制については施策ごとに様々な方法が考えられるため、具体的な体制については明記しませんでした。個別の条例や規則、要綱等で規定することになります。
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（環境審議会）
 
第
25
条
 
環境基本法
(
平成
5
年法律第
91
号
)
第
44
条の規定に基づき、審議会を置く。
  
（所掌事務）
 
第
26
条
 
審議会は、市長の諮問に応じ、環境の保全及び創出に関する基本的事項を調査審議し、その意見を答申する。
  
（組織）
 
第
27
条
 
審議会は、委員
15
人以内をもって組織する。
 2 
委員は、次に掲げる者のうちから市長が委嘱又は任命する。
 (1) 
学識経験者
 (2) 
企業及び団体関係者
 (3) 
関係行政機関の職員
 (4) 
市議会議員
 (5) 
公募に応じた市民
  
（任期）
 
第
28
条
 
委員の任期は
2
年とし、欠員を生じた場合における補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。
 2 
委員は、再任されることができる。
  
（会長及び副会長）
 
第
29
条
 
審議会に会長及び副会長を置き、委員の互選により定める。
 2 
会長は、審議会の会務を総理し、審議会を代表する。
 3 
副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき又は会長が欠けたときは、その職務を代理する。
  
（会議）
 
第
30
条
 
審議会は、会長が招集する。
 2 
審議会は、委員の過半数が出席しなければ、会議を開くことができない。
 3 
審議会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、会長の決するところによる。
  
（専門部会）
 
第
31
条
 
審議会は、専門の事項を調査審議するため、専門部会を置くことができる。
 2 
専門部会に属すべき委員は、委員のうちからその都度会長が指名する。
  
（関係者の出席）
 
第
32
条
 
審議会又は専門部会は、必要があると認めるときは、委員以外の者を会議に出席させて、説明又は意見を聴くことができる。
 
＜趣旨＞
 
平成
6
年に岐阜市環境審議会について制定しました「岐阜市環境審議会条例（平成
6
年岐阜市条例第
41
号）」を廃止し、この環境基本条例の中に規定しました。
  
（委任）
 
第
33
条
 
この条例の施行について必要な事項は、市長が定める。


